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Ⅰ.令和元年度地域支援室活動概要 

１．地域支援室活動方針 

１）活動目標： 

本学の教育・実践・研究機能を学外に開き、社会と連携・協力しながら、地域の保健

医療福祉に貢献する社会資源として活用できる生涯学習拠点として活動する。 

（１）赤十字施設ならびに実習施設など地域の保健医療施設と連携・協力し、専門職を

対象として、ニーズに合った生涯学習の機会を提供する。 

（２）廿日市市との包括協定を活かして、地域住民を対象として、ニーズに合った生涯

学習の機会を提供する。 

（３）教育ネットワーク中国・社会福祉協議会など外部関係団体との連携を図り、地域

住民のニーズにあった生涯学習の機会を提供する。 

（４）地域支援室活動を効果的・効率的に学内外へ広報する。 

（５）自治体と連携・協力し、地域住民の健康の保持増進に寄与するための健康学習と

支援体制の仕組みを作る。 

（６）地域支援活動の成果を評価する。 

 

２．構成員 

ヒューマンケアリングセンター長： 植田喜久子 

委員長（地域支援室長）：矢野博史 

副委員長： 渡邊智恵 

委員：Simon. G. Capper・古賀聖典・竹倉晶子・亀石知美・三輪晃子・竹内富貴・ 

松木鈴枝 

事務局：教務学生課 

 

３．地域支援室活動計画 

生涯学習の拠点としてヒューマンケアリングを地域社会に広め、また、地域社会と緊

密に連携しながらそのニーズに答えていくという方向性を持って計画した。（表１） 

① 看護に関連した専門職対象の活動は、理念的な内容のみになることを避け、実際

の業務に直結するような内容とする。 

② 地域住民対象の活動は、地域社会で行われている住民対象のイベントに積極的に

参加することで地域住民のニーズをくみ取り、それに答えていく内容とする。 

③ 本学学生も将来、地域の中で重要な役割を担っていくことが求められており、学

生時代にボランティアを通して積極的に社会と関わっていけるよう働きかけるこ

とも重要な内容とする。 

 

４．地域支援室活動実績（表２） 

１）事業件数および参加延べ人数 

地域支援室における活動実績として、研修会等の事業件数総計は 26 件（前年度比 6

件減）、参加延べ人数は2,109名（前年度比165名減）と、事業件数および参加延べ人

数が減少した。新型コロナウイルス拡大防止により、年度末の事業が中止や延期となっ

たことが要因である。 

一昨年度より引き続き、「夢あじなプロジェクト」を地域支援事業に位置づけるなど、

従来自主企画として取り扱ってきた事業を、可能な限り地域支援事業に位置付けるよ
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う企画者への働きかけを行っている。 

 

２）専門職対象の活動 

①認定看護師教育課程公開講座  

 ＜事業評価＞ 

地域に摂食嚥下障害看護の知識、関心を広める目的で計４回開催し、地域の専門職

は延べ 309 人が参加した。アンケートでは講義内容が今後の参考になったとの回答

が 93%を占めた。自由記述では「患者家族に寄り添うケアも学べた」「多職種で関わ

ることの重要性を再認識した」「講義は演習もあり、実践的ですぐに役立つ内容であ

った」等の回答を得た。「次も公開講座に参加したい」が 92%をしめ、今後もより専

門職のニーズにあった公開講座としていきたい。  

＜今後の課題＞ 

演習がある講義では実習室の利用なども検討し、参加者に満足していただける

工夫が必要である。また多職種に専門知識を広める必要があり。チラシの送付先

を検討する。 

   

 ②看護職のためのチーム作り研修会 

 ＜事業評価＞ 

昨年度実施した続編として、「学生や新人看護師の成長を促す効果的な関わり 

Part 2 リフレクションの理論と実践 リフレクションにおける効果的な発問」を

テーマに、田村由美先生を講師として招聘し、今年度も開催した。参加者は56名

で、昨年度も参加されていた方は3名であった。今年度はリフレクションの理論に

ついての講義と参加者の経験事例に基づくグループワークの2部構成で実施した。

参加者は、新人や学生との教育的関りに疑問を感じている方が多く、皆熱心に講義

を聞き、グループワークでは実践的内容を楽しみながら学んでいた。研修会後のア

ンケートは、演習が実践的で楽しく学べた、今後リフレクションを活用したいとの

感想が多く得られた。台風19号接近に伴う、公共交通機関の計画運休の影響によ

り、講師や参加者に影響が生じ欠席者もあったが、参加者にとっては実践的な教育

が学べる機会になった。 

＜今後の課題＞ 

気象状況によっては開催中止となる場合などもあることを考えると、参加者と

容易に連絡が取れるような申し込み方法を検討する必要がある。 

  次年度については、新たなテーマを設定する必要がある。 

 

                                                                 

③中四国地区赤十字関連施設・看護継続教育研修会 

 ＜事業評価＞ 

「患者との向き合い方を考える臨床倫理～立ち止まり、選択を意識し、物語を共に

紡ぐ～」というテーマで、金城隆展先生を講師として招聘し、中四国地区看護関連施

設・看護継続教育研修会として開催した（日本赤十字広島看護大学 ヒューマンケア

リングセンター事業 中四国地区赤十字看護部長会共催）。研修会は倫理についての

講義と、臨床でのカンファレンスにも通じる実践形式のグループワーク、そして本日

の学びのまとめとなる映画鑑賞と解説という 3部構成で実施した。参加者は 95人で
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あった。約半数が中間管理者であり、約７割が参加理由に「テーマや講師に関心があ

った」をあげていた。研修会後のアンケートでは、倫理やナラティブについて楽しく

学べた、とても参考になった、自らの振り返りができたなど肯定的な感想が多く得ら

れた。 
 

＜今後の課題＞ 

できる限り、研修会の開始・終了時間と本学停車のバス時刻を調整して企画してい

く必要がある。また、引きつづき専門職者のニーズや社会情勢を読み取り、それらに

適応合致する企画を検討していく必要がある。 

 

３）地域住民対象の活動 

①夢あじなプロジェクト 

   ＜事業評価＞ 

    夢あじなプロジェクトは、廿日市市阿品台コミュニティとの協働プロジェクトで 

あり、阿品台地区における健康増進や維持に着目し、様々な取り組みを行っている。 

今年度、回数は少ないがサロン夢あじなに学生が出向いて手浴や足浴などを実施 

し、簡単な健康相談などを実施した。 

令和2年2月27日（木）に予定していた「夢あじなプロジェクト：ソーシャルキ 

ャピタルコーディネーター養成講座」は感染症の蔓延を懸念し、延期とした。今後、 

感染症が落ち着いてから開催の検討を行っていく。 

＜今後の課題＞ 

今後も本学と廿日市市阿品台のコミュニティと協働しながら、取り組んだ活動の 

報告や健康に関連した課題について共有する場を積極的に設け、セルフケアとソー 

シャルキャピタル醸成（信頼ある見守り）に取り組んでいきたい。また、世代の異な 

る住民と学生が交流を積極的に図ることで地域の活性化等にもつなげていきたい。 

 

  ②公開講座 

＜事業評価＞ 

「終活のすすめ」をテーマに、少子高齢化の中で、生涯を通じて生き生きと健康に過

ごすための方法や、人生のエンディングに向けての準備について講演を企画実施し

た。事前の申し込みが65名に対して参加いただいた方は50名であった。一方で、当

日参加者は 23 名であり、本学教員学生を含めて合計 79 名の参加があった。参加者

の住居別では廿日市市が最も多いが広島市からの参加者も11名あった。年代別では、

30 代から80 代まで幅広く、70代が最も多く次いで 60 代 50 代であった。講演会を

知った方法として最も多かったのは、「広報はつかいち」で、大学のホームページか

らの情報取得者は少なかったことから地域住民対象の講演会では幅広い広報が有用

であった。運営において特段の問題もなく終了することができた。参加者の反応とし

ては、96％の参加者がわかりやすかったと答えており、継続した開催を希望する声も

あった。また、現在興味がある事項については、「健康」が最も多かった。 

目標参加者30名に対し、79名の参加を得たこと、参加者の反応から、目標は達成し

たと判断する。 

＜今後の課題＞ 
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 地域住民対象であり、テーマも終活であったことから高齢者の参加者が多く階段

等の移動の困難さを訴える方がおられたため、駐車場やエレベーターの使用など配

慮が必要である。 

 

  ③シティカレッジ 

＜事業評価＞ 

教育ネットワーク中国主催のシティカレッジに講師を派遣し、「認知症とともにく

らすために」をテーマに、①認知症の症状と予防法について知ろう！、②お試し！ 

認知症度チェック、③認知症の人をめぐる家族のサポート、④データで見る認知症/

認知症と生涯学習の計４回の講座を開催した。参加者の延べ人数は184名で、年齢層

は 40 歳代から 80 歳代と幅が広かった。これからの高齢化社会を生きていく中で、

認知症の予防や認知症患者への向き合い方といったテーマへの関心が高いことが伺

われた。また、両親との向き合い方やサロンなどでの地域活動において学んだことを

活かしていきたいという感想もあった。全体的に参加者の満足度も高く、参加者のニ

ーズに合った内容だったと考える。 

＜今後の課題＞ 

超高齢化社会という時代に向けて、今回のテーマである認知症や介護、がんや健康

寿命の延伸といった内容の受講希望のご意見があった。今後も、参加者のニーズや意

見をさらに取り入れながら、講座の内容や教授方法を検討していく必要がある。 

 

  ④阿品地区救急法講習会 

   ＜事業評価＞ 

11月17日に阿品地区コミュニティをすすめる会の防災訓練の一貫として、阿品

地区コミュニティをすすめる会と大学が共催で実施した。住民同士が救命できるよ

うに、赤十字救急法講習会の内容をもとに、心肺蘇生法とAEDの実技講習を行っ

た。小児から高齢者まで61名の参加者であった。ボランティア学生は、9月末に救

急法を学び今回に向けてしっかりと事前練習にも取り組んでいたこともあり、参加

者に合わせて効果的な説明が行えていた。参加者からは、使用する機材が多く必ず

1回はシミュレーターやAEDに触れて経験が出来ることがよいなどの声が聞かれ

た。また、「すぐに役立つ救命・応急手当」の冊子も配布しており、講習会終了後

も自分自身で振り返ることができる工夫は重要と考える。毎年、参加者の満足度は

高く、今後の地域における防災に対する取り組みや心肺蘇生法の普及につながって

いる。 

＜今後の課題＞ 

ボランティア学生が、本企画の参加に向けて事前練習をしっかり行ってくれてい

たこともあり、指導員は3名でも良かったと考える。今後の指導員の依頼について

は、事前に阿品地区コミュニティから依頼された参加者数に応じて検討していくこ

とが望まれる。また、引き続きボランティア学生の事前のトレーニングは必要であ

る。 

 

④ 健康フェスタinフジグランナタリー 

＜事業評価＞ 
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10月10日～10月14日にフジグランナタリー1階フロアにて2019健康フェスタが

開催され、当大学からは10月10日と10月12日の合計2日間参加した。10月10日

は教員1名が参加し、生活習慣や健康診断等に関する健康相談を10名、災害に役立

つものづくりのレクチャーを2名実施した。10月12日の食事相談会は、教員1名と

認定看護師研修生６名が参加した。舌圧測定、握力測定などの体験を通して相談を行

った。一般参加者からの主な相談内容は、口内炎の対応、口腔ケア、義歯、介護食と

多様な内容であった。介護食工夫の方法、商品紹介、口腔ケア方法などを提案した。

いつまでも美味しく食べる工夫や方法について提案し、利用された方にとっても有

意義な時間を提供できた。 

＜今後の課題＞ 

10月10日は初日ということもあり、様子を見ている方が多い印象があった。その

ため、気軽に相談できるよう声をかけるなどの工夫をおこなった。また、会場のレイ

アウトや時間・曜日によって健康相談の数に増減が生じているものと考える。10 月

12 日は口腔ケアの方法など毎日の生活に必要な知識であり、地域住民のニーズが高

いことが昨年同様であるものと考える。次年度に向けて住民が参加しやすい方法を

検討していきたい。                           

 

  ⑥第29回廿日市市生涯学習フェスティバル 

＜事業評価＞ 

体重増加や肥満、生活習慣が気になる方など体組成計を用いた健康相談を気軽に利

用されていた。延参加者は80名、学生ボランティアは6名、教員1名で実施した。事

前に学生へオリエンテーションを行ったことで健康管理のコツを丁寧に説明する学生

の姿が見られ、利用された住民が結果や説明等を理解して笑顔で過ごされた。また、災

害時に避難所で役立つものづくりでは、紙でつくる皿や袋でつくるオムツを実際に制

作してもらい、その強度などを確認している姿が多く見られた。とくに今年度は高校生

が心肺蘇生法やＡＥＤの使い方を学ぶ光景が印象的で、親子連れから高齢者まで幅広

い年齢層の方々と触れ合い、楽しみながら健康や災害時の物品について考える企画は

とても有意義だと感じた。 

＜今後の課題＞ 

昨年の改善案として、学生ボランティアは１年生よりも２年生の方が健康相談など

に対応できるため、ボランティア募集を２年生以上にした。今回の学生は全員が２年生

で円滑な運営や丁寧な保健指導を実践できていた。次年度においても継続して２年生

以上の募集を行っていきたい。大学から会場までの荷物（シミュレーター、ＡＥＤ等）

の運搬や学生への助言などで教員側のマンパワーは重要である。引き続き次年度も２

名の教員で企画及び運営をしていきたい。 

 

⑦あいプラザ祭り 食べるとお口の相談コーナー 

＜事業評価＞ 

地域の病院に勤務する認定看護師4名と教員2名が参加した。握力測定、舌圧測定、

トロミ茶試飲、嚥下食試食を行った。食べる、飲む等体験を通して日常の食べることや

お口の困りごとについての相談を行った。口腔乾燥や口腔ケア、看護師からトロミ作成

や濃度についての質問、誤嚥性肺炎で介護している方から嚥下食の相談などがあった。

あいプラザ祭りは市民を対象に健康をテーマとするクイズラリーを期間中に実施して
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いる。クイズラリーで1日の嚥下の回数などを質問し、子供たちにも興味をもって参加

していただけた。 

 

＜今後の課題＞ 

   次年度は握力測定や舌圧測定などの測定した数値を基に、簡単な対策や予防などを 

案内できるよう工夫する。 

    また次年度は今年度と同じメンバーが企画から関わり、より分かりやすく運営できる

よう工夫していく。 

 

 

⑧大学と社協がすすめる若い世代の担い手づくり ボランティア応援会議 

  ＜事業評価＞ 

本年度は、廿日市市社会福祉協議会と学生の連繋のもとに本会議は行われており、

地域支援室としての参加はなかったため、事業評価は見送りとしたい。 

＜今後の課題＞ 

  2月中旬に廿日市市社会福祉協議会の担当者と次年度に向けた打ち合わせを行い、

新年度に入った後に今後の活動の詳細について検討を行うこととした。 

⑨認知症高齢者支援会議 

  ＜事業評価＞ 

廿日市市社会福祉協議会主催の会議が隔月で行われている。参加団体は廿日市市

（高齢介護課、健康推進課、地域包括支援センター）、廿日市市認知症の人と家族の

会、廿日市市大野認知症の人と家族の会、認知症になっても安らぎのある廿日市市を

つくる市民の会、廿日市高齢者支援センター、日本赤十字広島看護大学、廿日市市社

会福祉協議会であり、はいかい SOS ネットワーク、はいかい高齢者家族支援サービ

ス、認知症サポーター養成講座、認知症関連の講演会の企画実施など幅広く活動して

いる。 

本学で実施した認知症サポーター養成講座は１年生を主な対象として87名が参加

した。認知症サポーター養成講座にはキャラバン・メイトの方を講師に派遣していた

だき、有意義な学習の機会を得ることができた。 

＜今後の課題＞ 

看護大学の有する人的資源とこの会議の事業とのマッチングを進めていくことが

引き続き課題である。過去の事例からすると、学内で開催する認知症サポーター養成

講座を受講した学生は、認知症カフェにおけるボランティア活動に参加するなど、一

つの経験から積極性が生まれることが多い。本年度の認知症サポーター養成講座に

おいてはボランティア活動の告知ができなかったため、次年度は内容の時間配分を

精査していきたい。 

 

   ⑩認知症サポーター養成講座 

   ＜事業評価＞ 

    認知症サポーター養成講座は、認知症を正しく理解し、だれもが安心して暮らせる

街づくりのために、ボランティアの視点から支援できるようになろうという目的で

本学 1 年生を対象として開催した。学務ポータル、SNS 等で参加を呼びかけた結果、

本年度の参加者は87名となり、昨年度の３倍以上となった。２、３年生に対しては、
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運営サイドとしての参加を呼びかけ、少数（２名）ではあったが２年生が寸劇等に参

加してくれた。講座内容は、パワーポイントでの説明に加えて認知症サポーター養成

講座用に作られたテキストも配布・活用され、また、キャラバン・メイトと本学教員・

学生が行う劇も盛り込まれており、学生達の評価も高かった。学生へのアンケートで

は、「認知症の方に対する理解が深まった」、「今後、認知症の方々と積極的に関わっ

ていきたい」などの感想があった。参加者全員に対し認知症サポーターの印であるオ

レンジリングが授与された。講座への参加によって、認知症への理解を深め、実際の

地域での支援へと繋げてほしいという当初の目的は達成されたといえる。 

   ＜今後の課題＞ 

    1年生を主たる対象としながらも、より多くの学生・院生・教職員が参加できる開

催日時を調整し、複数の手段での周知方法によって参加を促していきたい。 

 

 

  ４）高大等連携 

   ①中高生対象出前授業 

   ＜事業評価＞ 

    本年度は、広島県、山口県の中学校・高等学校の計7校の計画であったが、3月実

施予定の2校については、新型コロナウイルス拡大防止対策のため中止となった。よ

って、計5校に本学の教員が出向き、看護の専門性を活かした授業を行った。看護大

学における学修内容の一部をわかりやすく中学生や高校生に伝え、日頃の授業では

学ぶことのない内容や看護大学における授業の雰囲気を体験していただくことがで

きた。また専門分化した学問分野の魅力だけはなく、少子高齢化といった現実的な課

題のなかで発揮される看護の力について具体的に知っていただくこともできた。母

性助産グループは「健やかな学校生活を送るために」をテーマに地域の小学校、中学

校、高校生を対象とした性教育を実施した。 

   ＜今後の課題＞ 

    現在は各看護学領域の輪番制で担当しているが、プログラム化したテーマを検討

し、内容について本学ウェブサイトで公開するなど、広報のあり方について検討する

必要がある。 

  

５）地域支援室における活動の周知 

例年と同じく研修会等のチラシを作成して、専門職対象事業は医療機関や教育機関

に配布し、地域住民対象事業は行政・市民センター・町内会などに配布し、各事業への

参加を呼び掛けた。また、本学ホームページにも各事業の案内記事を掲載した。必要な

場合は、報道各社にプレスリリースを発信し広報を依頼した。事業終了後は、活動実績

を広く学内外に周知するために、ホームページに活動報告ブログを掲載し広報に努め

た。 

 

６）学外組織との連携協力による教育研究の推進 

シティカレッジ(教育ネットワーク中国主催)に４回のシリーズで公開講座を行い、

看護系大学の教員の教育研究上の強みを活用したプログラムを作成し、広島市の中心

部で開講した。 

 



8 
 

７）地域交流の積極的参加 

阿品台いきいきプロジェクト後継事業において、前事業で培われた地域住民との連

携が維持された。また、廿日市市で開催される廿日市市生涯学習フェスティバル、あい

プラザ祭り、健康フェスタinフジグランナタリーに出展し、地域住民の健康管理・保

持増進について啓発活動を行った。廿日市市や廿日市市社会福祉協議会が中心となっ

て行っている学生ボランティア養成事業や認知症高齢者支援事業にも参加し、地域の

中で、本学の人的資源を活かした支援を行っていった。さらに、阿品地区の救急法講習

会への協力依頼を受け、本学教員が学部生ボランティアの参加協力を得て、地域住民の

希望に添った講習会を実施し、地域住民との交流が促進された。 

①阿品台いきいきプロジェクト後継事業 

＜事業評価＞ 

本年度も阿品台市民センターと協働し、本学の教員が災害に関連した内容の事業

を行った。テーマを「災害時における子どもとの接し方」とし、災害時に子供に生じ

やすい身体面、精神面の問題をわかりやすく阿品台地区や近隣に住む方々に教え、普

段あまり学ぶことのない内容を実践した。当大学の健康づくりグループにも広報し

たことで参加者数の増加が期待されたが、当日キャンセルもあり、例年よりも少ない

7名の参加であった。 

＜今後の課題＞ 

今年度も阿品台市民センターを開催場所とし、実施することができた。しかし、参

加者が例年よりも少なくなった。その背景に、感染症の蔓延（新型コロナウイルス）

が影響している可能性もある。引き続き、ニーズに応じたテーマを再検討し、広報と

して阿品台市民センターだよりやホームページを活用していく必要がある。 

 

５．全体的な事業評価および次年度への課題 

＜事業評価＞ 

地域支援室においては、年間の活動目標と計画に従って事業を行っている。各活動実績

の表中にもあるように概ね本年度の目標は達成できている。地域が少子高齢化する中で

社会のニーズは変化しており、学外の組織との連携は重要である。そうしたなか、イベン

ト開催や会議への参加を通じた廿日市市や社会福祉協議会との連携、阿品台いきいきプ

ロジェクト後継授業を中心とした地域社会との連携など順調に進めていくことができた。 

 

＜今後の課題＞ 

開学以来、本学は、この地に大学ができてよかったと地域の方々に思って頂けるよう、

積極的に活動し、大学で得られた知見を地域の方々と共有するべく連携の機会を増やす

ことを目指してきた。今後は、開学以来20年間培ってきた地域社会との連携をさらに発

展させていくことが求められる。その際には、地域にある個別のニーズと学内のリソース

のマッチングをさらに進めていくことが重要となる。また、都市部とは違った小さな共同

体の中で若い学生の果たす役割は大きい。本年度も「阿品台いきいき健康づくり」を学生

ボランティアと共同で実施することができ、一定の成果を挙げることができたが、こうし

た事業を継続・拡大することによって、学生が継続的に地域と関わっていけるような事業

を作り上げていくことが課題であるといえる。 
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６．資料（表１、２） 

 

 

Ⅱ.ホームページにおける広報活動の紹介 

令和元年度地域支援室活動計画に基づいた研修会・講演会等をホームページに掲載した。

記事は写真等の視覚的要素を取り入れたポスター形式としたことで、研修会の内容をわか

りやすく紹介することができた。 



３．教育ネットワーク中国、社会福祉協議会など外部関係団体との連携を図り、地域住民のニーズにあった生涯学習の機会を提供する。

（構成員）センター長：植田喜久子 委員長：矢野博史　　副委員長：渡邊智恵　　委員：Simon.G.Capper、古賀聖典、竹倉晶子、亀石知美、三輪晃子、竹内富貴、教務学生課（松木鈴枝、泉晴子）

区分 地域住民対象活動

研修会・講習会 認定看護師公開講座 研修会・講習会

担当者 教務学生課 委員長・副委員長
①渡邊、亀石、三輪
②渡邊、竹倉、三輪

竹内
①竹倉、亀石　②古賀、亀石　③古賀、三輪　④古賀
⑤竹内　⑥矢野

①矢野、Capper、松木
②矢野、Capper

松木 教務学生課

内容

委員会運営
・委員会の運営方針、体制構築
・活動目標・計画の作成・管理
・予算管理
・広報活動についての対策検討
・平成30年度活動報告取りまとめ

対外的窓口
・廿日市市認知症高齢者支援会議
・大学と社協がすすめる若い世代の担い手づ
くり応援会議

研修会の企画・運営及び広報活動
①中四国地区赤十字関連施設看護継続教育研修会
　(目標80名)1月頃
　テーマ：看護師の成長支援に関する研修

②看護職のためのチーム作り研修会
　(目標　50名)10月頃

認定看護師教育課程公開講座の計画・実
施・評価（目標250名、4回）

研修会・講習会の企画・運営及び広報活動
①公開講座(生育期看護学担当、目標30名)
②廿日市市生涯学習フェスティバル（目標　80名）
③阿品地区救急蘇生法講習会（目標　80名）
④いきいき健康づくり（目標　20名）
⑤あいプラザまつり（目標　300名）
⑥健康フェスタinフジグランナタリー

①ボランティア活動に消極的な学生へのきっか
け作りや、ボランティアに興味のある学生への
情報提供
本学にて開催：ボランティア講座
②認知症サポーター養成講座

大学がもつ優れた研究・教育機能を市
民生活に活かすことを目的に、
社会人に学習機会を提供する。

関連機関
一般社団法人教育ネットワーク中国
広島市
公益財団法人広島市文化財団

・議事次第・議事録の作成、
・講演会等の受付・名簿作成、
・会場確保、広報活動（HP)
・記録類のファイリング
・ＨＰ更新など

４月

4/10　第1回地域支援推進委員会
　今年度活動目標・計画決定

・運営方針、委員会委体制の構築
・活動目標・計画の決定
・4/11 廿日市市認知症高齢者支援会議
・4/24 大学と社協がすすめる応援会議

研修講師依頼
①研修会のテーマ選定
①研修講師の依頼選定と依頼、日程調整、4月末同方会交付
金申請
②研修会のテーマ選定
②研修講師の依頼選定と依頼、日程調整
②施設への案内チラシ作成、マスコミ等への広報先検討

企画が承認され次第、施設への案内チラシ
作成・発送、マスコミ等への広報

①公開講座の担当領域への依頼・企画調整
①4月末同方会交付金申請

①講師派遣依頼・日程調整

５月

5/8　第2回地域支援推進委員会 ①5月末同方会交付金申請締切 ①公開講座の案内チラシ作成・完成、マスコミ等への広報先
検討、5月末同方会交付金申請（〆）

①チラシ作成・学生への広報　②講師派遣依
頼・日程調整

・同方会交付金申請

６月

6/12　第3回地域支援推進委員会 ・6/13廿日市市認知症高齢者支援会議 ②案内チラシ送付、マスコミ等への広報、ボランティアの
募集開始

①公開講座の広報、ボランティアの募集開始 ①ボランティア講座
（１年生対象、6月～8月頃計画→未実施）
②講師派遣依頼・日程調整

・廿日市市生涯学習課へ広報はつ
かいち原稿提出
・研修会ちらし外注印刷
・認定看護師公開講座準備

７月
7/10　第4回地域支援推進委員会 ②案内チラシ送付、マスコミ等への広報、ボランティアの

確保
7/2　第1回認定看護師公開講座
7/16　第2回認定看護師公開講座

①市の広報原稿送付・廿日市市教育部生涯学習課への広報依
頼

・研修会ちらし発送

８月

・8/8廿日市市認知症高齢者支援会議 8/5 第3回認定看護師公開講座
8/17 第4回認定看護師公開講座

①ボランティアの確認

９月

9/11　第5回地域支援推進委員会 ①施設への案内チラシ作成、マスコミ等への広報先検討 ①公開講座の広報、ボランティアの確保 ②チラシ作成・学生への広報 ・公開講座準備
・看護職のためのチームづくり研
修会準備
・健康フェアinフジグランナタ
リー準備

１０月

10/9　第6回地域支援推進委員会
　次年度の活動目標・計画・
　予算立案

・主催研修への参加
・企画書の集約
・10/10廿日市市認知症高齢者支援会議
・本年度企画の中間評価

②ボランティアの確保
②看護職のためのチーム作り研修会の開催（10/12）

⑥（10/10、10/12）健康フェスタinフジグランナタリー ・廿日市市生涯学習ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ準備
・阿品地区救急蘇生法講習会準備

１１月

11/13　第7回地域支援推進委員会 ・次年度計画・予算案立案 ②アンケートの集計、報告書・ブログ作成 認定看護師公開講座の開催効果についての
評価

②（11/3）廿日市市生涯学習フェスティバルへの参加
⑤（11/3）あいプラザまつりへの参加
①（11/9）公開講座（応用看護学領域）の開催、アンケート
集計
①公開講座のブログ・報告書の作成
③（11/17）阿品地区救急蘇生法講習会講師派遣

・次年度の予算取りまとめ
・中四国地区看護継続教育研修会
準備

１２月

12/11　第8回地域支援推進委員会 ・12/12廿日市市認知症高齢者支援会議 ②（12/17）認知症サポーター養成講座
②アンケートの集計（廿日市市役所の担当者と
連携）、ブログ・報告書の作成

・シティカレッジ次年度申請

１月

1/8　第9回地域支援推進委員会 ①（1/26）中四国地区看護継続教育研修会の開催
①アンケートの集計、ブログ・報告書の作成

①シティカレッジ
　1/30   第1回講座（朝原）

２月

2/12　第10回地域支援推進委員会
　活動報告書・
　自己点検評価作成

・活動の振り返り
・次年度に向けて課題の整理
・2/13廿日市市認知症高齢者支援会議
・2/18大学と社協がすすめる応援会議

①同方会への実施報告書提出 ④（2/19）いきいき健康づくり ①シティカレッジ
　2/6　 第2回講座（朝原）
　2/13　第3回講座（丸山）
　2/20　第4回講座（奥村・矢野）

・同方会への実績報告書作成

３月

3/11　第11回地域支援推進委員会
　次年度企画の準備

・今年度の活動を総括し活動報告書作成
・今年度分の自己点検・評価作成

・今年度の活動の総括
・活動報告書作成

・活動報告書取りまとめ
・次年度活動計画取りまとめ

廿日市市社会福祉協議会との連携事業 教育ネットワーク中国との連携 事務局

備　考

・年間活動計画と予算にもとづいて各事業を実施する。
・基本的に、赤字決算にならないよう各自事業を実施する。
・各事業の担当は、企画・役割分担・調整・予算収支管理などを行う。実施に際しては、そのための段取りを提案し、委員および他の教職員の協力を得る。
・事業終了後は、基本的に１週間以内にホームページに実施報告のブログを掲載する（担当者記事作成→委員長確認→センター長確認→事務局次長決裁）
・事務局は教務学生課の職員１名が主に担当する。

専門職対象活動

・今年度の活動の総括
・活動報告書作成

委員会 総括

2019年度　ヒューマン・ケアリングセンター地域支援推進委員会　活動目標および計画

活動目的：本学の教育・実践・研究機能を学外に開き、社会と連携・協力しながら、地域の保健医療福祉に貢献する社会資源として活用できる生涯学習拠点として活動する。

2019年度
活動目標：

１. 赤十字施設ならびに実習施設など地域の保健医療施設と連携・協力し、専門職を対象として、ニーズに合った生涯学習の機会を提供する。

２. 廿日市市との包括協定を活かして、地域住民を対象として、ニーズに合った生涯学習の機会を提供する。

４. 地域支援室活動を効果的・効率的に学内外へ広報する。

５．自治体と連携・協力し、地域住民の健康の保持増進に寄与するための健康学習と支援体制の仕組みを作る。

６．地域支援活動の成果を評価する。



１）専門職対象（６件）

企画 担当 日　　程 場所 テーマ 講　　師 目標数 参加者

1 認定公開講座（第1回） 竹内委員
令和元年7月2日（火）
10：00～15：30

本学204講義室 摂食・嚥下障害の評価　～スクリーニングの知識と方法～
東京医科歯科大学大学院
医歯学総合研究科
准教授　戸原玄

60名
+研修生30名

計95名
一般　 75名
研修生 20名

2 認定公開講座（第2回） 竹内委員
令和元年7月18日（木）
13：30～17：00

本学206講義室 嚥下障害、呼吸障害がある人への呼吸リハビリテーション
誠佑記念病院
リハビリテーション室室長
姿勢・活動ケア研究会代表　北出貴則

60名
+研修生30名

計86名
一般　　66名
研修生　20名

3 認定公開講座（第3回） 竹内委員
令和元年8月5日（月）
10：00～15：30

本学102講義室 在宅における摂食嚥下障害看護とリスク管理
訪問看護ステーション　松山市医師会
摂食・嚥下障害看護認定看護師
定松ルリ子

60名
+研修生30名

計87名
一般 　   67名
研修生　20名

4 認定公開講座（第4回） 竹内委員
令和元年8月17日（土）
10：00～15：30

本学206講義室
実習室１

口から食べたいをサポートする包括的スキル
ＮＰＯ法人口から食べる幸せを守る会
理事長　小山珠美

60名
+研修生30名

計121名
一般　 101名
研修生　20名

5
看護職のための
チーム作り研修会

渡邊副委員長、亀石委
員、
三輪委員

令和元年10月12日（土）
13：00～16：00

本学206講義室 学生や新人看護師の成長を促す効果的な関わりPart2 日本赤十字看護大学　教授　田村由美 50名 56名

6
中四国地区赤十字関連施設・
看護継続教育研修会

渡邊副委員長、竹倉委
員、
三輪委員

令和2年1月26日（日）
9：30～16：10

本学102講義室、食堂 患者との向き合い方を考える臨床倫理
琉球大学医学部附属病院地域医療部
琉球大学医学部
講師　金城隆展

80名 95名

2）地域住民等対象（１２件）

企画 担当 日　　程 場所 テーマ 講　　師 目標数 参加者

1 夢あじなプロジェクト 古賀委員
令和元年9月5日（木）
10：00～12：00

サロン夢あじな 健康相談、手浴、足浴など
本学准教授　松原みゆき
本学講師　古賀聖典
学生ボランティア　４名

15名 15名

2
健康フェスタin
フジグランナタリー

矢野委員長、古賀委
員、
竹内委員

令和元年10月10日（水）
　　　　10月12日（土）

フジグランナタリー
健康相談、災害時に活用できる日用品の紹介
食事に関する展示と相談

本学講師　古賀聖典
本学助教　竹内富貴

― 56名

3 あいプラザまつり 竹内委員
令和元年11月3日（日）
9：30～16：00

あいプラザ 食事に関する展示と相談
本学助教　竹内富貴
認定看護師　４名

― 延べ224名

4
第29回　廿日市市
生涯学習フェスティバル

古賀委員、亀石委員
令和元年11月3日（日）
10：00～15：00

廿日市市庁舎
及び周辺

災害時に活用できる日用品の紹介、AEDの体験、
体組成計や血圧計を用いた測定・健康相談

本学講師　古賀聖典
学生ボランティア　６名

― 80名

5 公開講座
渡邊副委員長、
竹倉委員、亀石委員

令和元年11月9日（土）
13：30～15：30

本学204講義室 「終活のすすめ」 本学教授　奥村ゆかり 50名 79名

6
阿品地区防災訓練
救急法講習会

古賀委員、三輪委員
令和元年11月17日（日）
9：00～12：30

阿品市民センター
胸骨圧迫法、人工呼吸とAEDを用いた心肺蘇生（実技）
気道内異物除去の説明

本学講師　藤井知美（主任）
　　　　　服部智子、三輪晃子、
　　　　　古賀聖典
学生ボランティア　６名

― 61名

7
認知症サポーター
養成講座

矢野委員長 令和元年1２月１７日（火） 本学講義室 認知症サポーター養成講座 廿日市市のキャラバンメイト  40名 ８７名

8
2019年度　第1回
シティカレッジ

基礎人間科学領域、
事務局

令和2年1月30日（木）
18：30～20：00

合人社ひと・まちプラ
ザ

「認知症とともにくらすために」
第1回　認知症の症状と予防について知ろう！

本学教授　朝原秀昭 30名 48名

9
2019年度　第2回
シティカレッジ

基礎人間科学領域、
事務局

令和2年2月6日（木）
18：30～20：00

合人社ひと・まちプラ
ザ

「認知症とともにくらすために」
第2回　お試し！　認知症度チェック

本学教授　朝原秀昭 30名 48名

10
2019年度　第3回
シティカレッジ

基礎人間科学領域、
事務局

令和2年2月13日（木）
18：30～20：00

合人社ひと・まちプラ
ザ

「認知症とともにくらすために」
第3回　認知症の人をめぐる家族のサポート

本学准教授　丸山愛子 30名 45名

11
2019年度　第4回
シティカレッジ

基礎人間科学領域、
事務局

令和2年2月20日（木）
18：30～20：00

合人社ひと・まちプラ
ザ

「認知症とともにくらすために」
第4回　データで見る認知症／認知症と生涯学習

本学准教授　奥村英則
本学教授　　矢野博史

30名 43名

12
阿品台いきいき健康づ
くり

古賀委員
令和2年2月19日（木）
10：00～12：00

阿品台市民センター 災害時における子どもの接し方 本学講師　古賀聖典 ― 7名

ソーシャルキャピタル
コーディネーター養成
講座

古賀委員 延期（次年度実施予定） ― ― ― ― ―

ボランティア講座 矢野委員長 未実施 ― ― ― ― ―

　令和元年度 地域支援室企画研修会等の実績

総計2,109名
前年度比（2,142名）▲33名

小計540名
前年度比（530名）＋10名

小計793名
前年度比（1,102名）▲309名



４）高大等連携（8件）

企画 担当 日　　程 場所 テーマ 講　　師 目標数 参加者

1 体験授業・模擬授業
成熟期看護学
（老年看護学）

令和元年5月24日 大竹高等学校 車椅子移乗の演習 本学准教授　山本浩子 ― 12名

2 体験授業・模擬授業
応用看護学
（精神看護学）

令和元年6月18日 野坂中学校 看護の業種の仕事と生きがい・夢に関わる講話 本学教授　戸村道子 ― 130名

3 体験授業・模擬授業
応用看護学
（地域看護学）

令和元年8月27日 四季が丘中学校
看護師になるためにどんな勉強をしているの？　-在宅看護論の授業
を通して-

本学助教授　松原みゆき ― 26名

4 体験授業・模擬授業
成育期看護学
（母性看護学・助産
学）

令和元年11月18日 四季が丘中学校
母性看護学の講義の中では、妊娠期の身体的変化や心理社会的変化
について理解し、妊婦やその家族の看護について学んでいます。今
回は、妊娠の成立と母体および胎児の経過についてお話します。

本学教授　奥村ゆかり ― 45名

5 体験授業・模擬授業
成熟期看護学
（老年看護学）

令和2年1月22日 高水高等学校
『安全においしく「食べる」を支える看護』生きるために大切な
「食べる」ことの仕組みについて実践を通して理解し、必要なケア
を考えてみよう。

本学講師　中村もとゑ ― 4名

6 出張授業 母性看護学・助産学 令和元年9月3日 府中小学校 小学生に対する性教育（いのちの教育）

本学教授　奥村ゆかり
本学准教授　勝田真由美
本学講師　渡邉聡美、中村敦子
本学助教　是澤あずさ、亀石知美
本学助手　奥田公恵

― 126名

7 出張授業 母性看護学・助産学 令和元年11月14日 岩国市立平田中学校 中学生に対する性教育
本学教授　奥村ゆかり
本学講師　渡邉聡美、中村敦子
本学助手　亀石知美

― 300名

8 出張授業 母性看護学・助産学 令和元年11月25日
大島商船高等専門学
校

高校生に対する性教育

本学教授　奥村ゆかり
本学准教授　勝田真由美
本学講師　渡邉聡美、中村敦子
本学助教　是澤あずさ、亀石知美
本学助手　奥田公恵

― 133名

体験授業・模擬授業
成育期看護学
（小児看護学）

中止 新南陽高等学校
『子どもの安全を守る支援について考えよう』2年後期の講義「小児
看護学Ⅰ」の内容の一部で、子どもの年齢によって起こりやすい事
故の特徴を考えます。

本学講師　竹倉　晶子 ― ―

体験授業・模擬授業
基礎看護学
（広域看護学）

中止 下松高等学校
『聴診器を使って身体の状態を観察してみよう』モデル人形や模擬
患者さんを対象にした看護援助を学ぶ授業をご紹介します。

本学講師　宗内　桂 ― ―

５） 学外会議への参加

企画 担当 日　　程 場所

1 認知症高齢者支援会議 矢野委員長
令和元年4月11日他
計6回

あいプラザ

2
大学と社協がすすめる
若い世代の担い手づく
り応援会議

矢野委員長 令和2年2月18日 本学

参加団体

廿日市市、認知症の人と家族の会広島県支部廿日市地区、認知症の人と家族の会広島県支部廿日市大野地区、
認知症になっても安らぎのある廿日市市をつくる市民の会、廿日市市老人クラブ連合会、五師士会、みやうち廿日市野村病院、
廿日市市社会福祉協議会、日本赤十字広島看護大学

廿日市市社会福祉協議会、日本赤十字広島看護大学

小計776名
前年度比（510名）＋266名



１．認定公開講座
（第1回～第4回）

２．看護職のための
チーム作り研修会

３．中四国地区赤十字関連施設
看護継続教育研修会

４．日本赤十字広島看護大学

公開講座



５．生涯学習フェスティバル

６．阿品台いきいき健康づくり



７．阿品地区救急法講習会

８．地域における学生ボランティアの活動


	Ｈ31年度
	地域支援室企画実績一覧表

